
第五次宮崎市総合計画基本計画の改訂に関する宮崎市総合計画策定・推進会議専門部会における協議事項の概要

（１）宮崎市総合計画策定・推進会議専門部会を踏まえた見直し区分別内訳

（２）宮崎市総合計画策定・推進会議専門部会を踏まえた基本目標別内訳

①目標値新設
 67(35.1％)

②目標値修正
 40(20.9％)

③目標値踏襲
 34(17.8％)

④KPI新設(変更)
 4(2.1％)

⑤KPI廃止(削除)
 46(24.1％)

基本目標 改訂前
(191KPI等)

見直し後
(145KPI等)

第4章 健全な行財政運営の確保に向けた取組 11   8
基本目標1 良好な生活機能が確保されている都市（まち） 64 46
基本目標2 良好な地域社会が形成されている都市（まち） 55 36
基本目標3 良好な就業環境が確保されている都市（まち） 32 29
基本目標4 魅力ある価値が創出されている都市（まち） 16 14
基本目標5 地域特性に合った社会基盤が確保されている都市（まち） 13 12
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第五次宮崎市総合計画基本計画の改訂に関する宮崎市総合計画策定・推進会議専門部会における協議事項の概要

（３）その他延伸分KPI等に関するご意見（宮崎市総合計画策定・推進会議専門部会）

 ○ 第五次宮崎市総合計画の改訂においては、191から145の削減に留まった。職員の作業負担を考えると、重点的な
  ものに限定するなど、より中身を精査すべき。他市の状況を踏まえると、指標の総数は二桁にするなど、もっと大胆
  に減らしていくべき。【11/10専門部会】

 ○ コロナの影響で増減のある指標はどうか。施策によって増減が分かる様な形にすべきではないか。【11/10専門部会】

 ○ これまでの取組の延長、継続では（減少に）歯止めが利かないKPI等が存在する。政策的なアプローチを見直す必要
  がある。【11/10専門部会】

（４）その他ご意見（宮崎市総合計画策定・推進会議専門部会）
 ○ 次期総合計画策定の議論の際は、例えば宮崎市のありたい姿・あるべき姿がイメージできて、その実現に向け具体
 的なKPI及びその目標値設定をするといった全体像が分かりやすくまとめられるとよい。【11/10専門部会】

2


